
 
 

 
 
 
 
 

聖フランシスカ（ローマ）の伝記 

主任司祭 ラウール・バラデス 

1384 年、ローマに生まれる。若くして結婚し、三人の子どもを産んだ。当時は困難の多い時

代であったが、彼女は自分の財産を貧者に分配し、病者を看護した。貧者を活発に助け、諸

徳、特に謙遜と忍耐に秀でていた。 

神はフランシスカを、ただ自分一人で聖人となるように召されたのではなく、神から受け

た賜物を隣人の心と体の救いのために用いるように召されたので、彼女に非常に愛らしい魅

力を与えた。その結果、彼女に接するすべての者はすぐにその愛情と丁重な態度に心を打た

れ、喜んでその勧めに従った。実にフランシスカの言葉には神の力が宿っていて、非常に効

き目があったから、わずかな言葉を口にするだけで、悲しむ者や苦しむ者を慰め、不安な者

を鎮め、激した者を和らげ、敵対する者を和解させ、根深い恨みや憎しみを取り除き、復讐

を実行しようとしていた人々の計画をしばしばとどめることができた。つまり、彼女はすべ

ての人の心の手綱を握り、思いのままに導いていくことができるかのようであった。 

当時、さまざまな疫病、時には恐ろしい伝染病がローマの町を襲ったが、聖女は伝染の危

険を犯してまでも、常に不幸な人々、助けを必要とする人々に優しいあわれみを示すことを

ためらわなかった。そういう人を見つけると、まず同情を示して償いの心を起こさせ、次に

すべての苦しみを神の手から甘んじて受け、自分たちのために先にあれほどの苦しみを忍ん

でくださったキリストへの愛のために、それらを耐え忍ぶように愛情をこめて諭すのであっ

た。 

フランシスカは、自分の家に迎え入れた病人の世話をするだけでなく、病人たちがいる小

さな家や慈善病院にも行って彼らを捜し出し、見つけると彼らに飲み物を飲ませ、床を整

え、傷の手当てをした。その傷が悪臭を放ち、吐き気をもよおさせるものであればあるほ

ど、なおいっそう心をこめて介抱するのであった。彼女はまた、最も貧しい人々に食物や上

等な料理を分け与えるために、よくカンポサント病院に行く習慣があった。そして貧しい

人々のぼろぼろの衣服や、汚れた粗末な服を持ち帰り、主ご自身のために用いるかのように

愛をこめて洗って繕い、丁寧にたたみ、香水をふりかけるのであった。 

（聖務日課より） 

カトリック新潟教会  

2021 年６⽉ 
№ 397 



 
 

 

●復活節第 5 主日 5 月 2 日(日) 
 教皇様は 5 月の「聖母月」を通して、新型コロナ

ウイルス感染症のパンデミックの終息を願って、ロ

ザリオの祈りを唱えるよう全世界に呼びかけられて

いる。 

 新潟教会でも、5 月と 10 月

にはルルド前でロザリオの祈

りが唱えられている。第 1 日

曜日は雨天の為にやむなく中

止したが、9時半のミサの説教

でラウール神父様は「聖母月

は毎日ロザリオの祈りを唱え

て下さい。」と信徒の皆さんに

語られた。 

 12 時からの英語ミサの終わ

りに、英語圏の信徒の皆さんで、初となる英語でロ

ザリオの祈りが唱えられた 

 

●小教区評議会より部会へのお誘い 

部会に参加して教会を支え会いましょう！ 

 教会総会のアンケートにご協力いただきありがとうござ

いました。その中で、少数の人のみが動いている教会

の運営につきましてご意見をいただきました。小教

区規約第１３条では信徒の教会活動への参加が述べ

られています。信徒の皆さんにも積極的に教会活動

に参加してほしいこと思い、各部よりご挨拶です。 
 

★国際協力部 国際協力部の主な活動は、毎月第１

主日の英語ミサ（１２：００）の準備と当日のサポー

トです。外国人信徒と各部の連絡の仲介も行ってい

ます。少人数で担っているため、英語ミサや祭日な

どに手不足のことがままあります。協力してくださ

る方の参加をお待ちしています！ 

 
 
★総務部 総務部は、教会評議会が実施する教会行

事について、その具体的な活動を企画、サポートし

ています。 

主に、祝賀会や茶話会、復活祭のたまご染め、諸

献金のためのバザーなどの準備、運営などを行って

います。 

現在は、コロナ禍ということもあり、教会行事の

自粛が続いて活動がなかなか難しいですが、 

そのような中でも模索しながら、信徒のみなさんの

ご要望に応えるべく知恵を絞って提案しています。 
企画・運営、イベントが好きな方、お料理好きな

方、お世話が好きな方、飾り付けが好きな方など、

そして、ちょこっとお手伝いも大歓迎です!! 

あなたも一緒に みんなで ”明るく楽しく”活動

してみませんか？ 
 

★広報部 広報部では月刊と季刊双塔の編集、ホー

ムページの作成を主に 5人の部員で和気あいあいと

活動しています。ゼロから作り上げ、自分たちの活

動が形に残る感動があります。 

とはいえ、特に誌面の原稿作成、レイアウトや校

正、ホームページの更新には人手が足りません！共

に活動してくれる方を募集しています。 

 

★典礼部 典礼部では典礼全般が円滑に進められる

ように活動しています。 

ミサに使われる祭器具や香部屋の中、聖歌や祭壇の

お花等に興味ある方は是非、典礼部にお声をお掛け

下さい。まだ知らない教会の事に触れるチャンスが

あります。ちょっとしたお手伝いでも構いませんの

で、まだ知らない教会の事を知ってみませんか？ 
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２０２１年６月の予定 

 

※予定は随時変更になる可能性があります。ご了承ください。 

日 主日、祭日、祝日、祈願日

等 

教会の行事 

６日(日) キリストの聖体 

・聖体賛美式(各ミサ) 

・小教区評議会（9：30 ミサ後）  

・英語ミサ（12：00） 

・センター＆外のトイレ清掃（英語ミサ後） 

11日(金) イエスのみ心  

12日(土)  
・信仰養成講座「知ってるつもり?!」（10：00 

研究室） 

13日(日) 年間第 11 主日  

20日(日) 年間第 12 主日 

・聖堂、センター＆外のトイレ掃除(各ミサ後) 

・広報部会(9：30 ミサ後) 

・ベトナム信徒の集会(センター２F) 

・墓地清掃(9：30 ミサ後) 

24日(木) 洗礼者ヨハネの誕生  

27日(日) 
年間第 13 主日 

(聖ペトロ使徒座への献金) 

・教会維持費の整理（9：30 ミサ後 事務室） 

・国際協力部会(10:00～ 研究室) 

29日(火) 聖ペトロ聖パウロ使徒 ・成井大介司教様霊名の祝日 

※「教会の行事」が変更される場合は、日曜日毎に発行の「お知らせ」などでお伝えします。 

※ ミサ時間：主日日曜日（7：00 9：30 11：00） 英語ミサ（第１日曜日 12：00） 

週日(7：00、金曜日のみ 10:00） 
 

 
 

 
 

 
 
 

9：30 のミサ、11:00 のミサ 2 部制で行います。 

各回、それぞれ朗読と共同祈願を選出します。急遽、朗読等をお願いすることがありますの

で、その際は快く引き受けくださるようよろしくお願いします。 

 

 

 

 


